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お
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と
よ
　
ゆ
と
り
す
と
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お
お
と
よ
　
ゆ
と
り
す
と

公
共
建
築
物
等
の
木
材
利
用
を
推
進
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ご
案
内

特
別
児
童
扶
養
手
当

小
児
医
療
講
演
会
の
ご
案
内

　

町
の
森
林
の
現
状
は
人
工
林
が

特
に
多
く
、
利
用
可
能
な
段
階
を

迎
え
つ
つ
あ
る
一
方
、
木
材
価
格

の
低
迷
等
に
よ
る
利
用
率
の
低
下

に
よ
り
、
林
業
生
産
活
動
は
停
滞

し
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
な
機

能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
等
は
多
く
の
町
民

の
方
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

木
と
の
ふ
れ
あ
い
や
木
の
良
さ
を

実
感
す
る
機
会
を
広
く
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
豊
町
で
は
、
今
年
の
6
月
よ

り
、
町
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
等
に
お
い
て
率
先
し
て
木

材
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
建
築
物
に
お
け
る
木
材

利
用
の
促
進
、
さ
ら
に
は
工
作
物
の
資
材
、
各
種
製
品
の
原

材
料
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
木
材
の
利
用
拡
大

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

9
月
24
日
（
月
）
～
27
日
（
木
）
ま
で
、
大
掃
除
の
た
め
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
お

風
呂
は
臨
時
休
業
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
窓
口
業
務
の
営
業
時
間
も
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
15
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
火
曜
日
は

定
休
日
で
す
。

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

総
務
課
窓
口
セ
ン
タ
ー
班
　
坂
本
・
松
岡

　

県
外
で
働
い
て
い
る
方
が
地
元
に
帰
り
た
い
と
思
う
と

き
、
ま
ず
不
安
に
思
わ
れ
る
の
が
お
仕
事
の
こ
と
。
高
知
県

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
ん
な
方
と
県

内
の
求
人
企
業
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
高
知
県
で
の

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
そ
れ
に
代
わ
る
養
育
者
に
対

し
て
児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
や
そ
の
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
と
き

●
児
童
が
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き

●
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き

【
手
当
金
額
】

　

1
級
…
月
額　

５
０
，
４
０
０
円

　

2
級
…
月
額　

３
３
，
５
７
０
円

【
支
給
方
法
】

　

4
月
、
8
月
、
11
月
の
3
回
に
分
け
て
、
金
融
機
関
口
座

へ
振
込
み
に
よ
り
支
払
わ
れ
ま
す

【
所
得
制
限
】

　

受
給
資
格
者
、
も
し
く
は
同
居
し
て
い
る
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ
る
と
き

【
申
請
手
続
き
】

　

1　

認
定
請
求
書

　

2　

戸
籍
謄
（
抄
）
本

　

3　

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

　

4　

診
断
書
（
療
育
手
帳A1.A

2

所
得
者
お
よ
び
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
後
1
年
以
内
で
、
外
部
障
害
の

場
合
は
診
断
書
を
省
略
で
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
福
祉
班
　
村
岡

　

お
子
さ
ま
の
突
発
的
な
高
熱
や
嘔
吐
な
ど
、
夜
間
の
体
調

の
急
変
に
戸
惑
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
夜
間
救
急
外

来
を
受
診
し
よ
う
か
ど
う
か
、
迷
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

今
回
、
大
豊
町
と
土
佐
町
に
お
い
て
、
急
に
お
子
さ
ま
の

具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
を

小
児
科
医
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
申
し
込
み
の

う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
程
】

①
10
月
23
日
（
火
）

　
　

受
付　

午
後
1
時
～

　
　

講
演　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

　
　

場
所　

大
豊
町
総
合
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

内
容　
「
子
ど
も
の
病
気
と
子
育
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　

～
小
児
科
医
と
し
て
思
う
こ
と
～

　
　

講
師　

吉
川
清
志　

先
生
（
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
）

②
10
月
31
日
（
水
）

　
　

受
付　

午
後
1
時
～

　
　

講
演　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

　
　

場
所　

土
佐
町
役
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

　
　

内
容　
「
こ
ど
も
の
病
気
や
事
故
」

　
　
　
　
　
　
　
　

～
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
の
？
～

　
　

講
師　

古
賀
眞
紀
子　

先
生
（
早
明
浦
病
院
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
当
日
託
児
が
あ
り
ま
す
。

※
両
日
参
加
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

… 

住
民
課
健
康
づ
く
り
班
　
平
石

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

● 

役　
　
　
　

場 

☎ 

72

－

０
４
５
０

● 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
８
１
１

● 

農
業
セ
ン
タ
ー 

☎ 

73

－

０
９
７
８

電　話

まちのできごと

　8月7日、久寿軒の薬師堂で
百万遍念仏が行われました。
　竹で作ったシャニワ（語源
は不明）を境内の中央に作り、
その周囲を時計まわりに回る
そうです。
　昔は旧暦の6月20日、21日
と2日間行っていたそうです

が、現在は参加する人も少なくなり、1日のみ行っているそうです。
　しかし、鉦（かね）と太鼓が山の中に響き、林の中から差し込む光の下、
回る姿はとても幻想的で、後継者不足ではありますが、後世に残してほしい伝統行事です。

久寿軒百万遍念仏

　8月9日、嶺北地域安全推進協議会が振り込め詐欺等被害防
止啓発活動を、立川パーキングエリアで行いました。
　本年に入り、県内で振り込め詐欺や還付金詐欺などが、散発
的に発生しています。被害に遭うのは高齢者が多いのですが、子
ども世代にも注意を呼びかけ、日頃から家族との連絡を密に取
り合うことで、被害防止に繋げていこうと、お盆の帰省客を対象
に県下一斉に振り込め詐欺等被害防止啓発活動を行いました。
　詐欺などに騙されることがないよう、普段から家族で話し合
い、絆を深めることで被害防止に努めましょう。

　嶺北電気工事組合（上村芳晴組合長）加入の14業者
と四国電力田井センター（別役俊夫センター長）が共
催で毎年嶺北3ヶ町村を巡回して、電気の安全な使用
を呼びかけるとともに、高齢者宅の電気設備の点検を
行っております。
　この点検は、8月の全国電気使用安全月間にあわせ
て行っており、今年度は8月17日、津家地区の8軒の高
齢者のお宅を訪問し、点検や配線の修理を行いました。

嶺北電気工事業組合

振り込め詐欺、
だまされないで！

9月のよちよちは、防災の日講習会！

一人暮らし高齢者宅
電気設備の点検ボランティア

日時　９月１４日（金）　10:00～12:00　参加費無料
場所　大豊町総合ふれあいセンター　１階検査室
内容　防災の日講習会『備えあれば、憂いなし！』
講師　池原琴絵さん（サークル・スイミー主催者）
　～いつ起こるか分からない災害に備えて、子どもをつれての避難生活で
　　必要なもの、備蓄品等、今できることを考えてみましょう～

問い合わせ先・住民課健康づくり班　☎⑨72-0450

お子さんを連れて
ぜひ、遊びに来てね！


